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ターの 1000 分の１が１ミリメータ （ーmm）。さらに 1000 分の１がマイクロメータ （ーμm），
さらに 1000 分の１がナノメーター（nm），さらに 1000 分の１がピコメーター（pm）です。
こういう言葉がよく出てきますので，理解しておいてほしいと思います。 
 最近，ナノテクノロジーという言葉をよく聞きますが，ナノというのは正確にはナノメー
ターのことで，１μm の 1000 分の１の世界です。生物でいいますと，アメーバの大きさが
100μm ぐらい，普通の細胞が 10μm から数μm です。ウイルスというのは細胞ではなく，
ＲＮＡもしくはＤＮＡとタンパク質の集合体ですが，これはぐんと小さくなって 100nm ぐ
らいです。タンパク質はそれよりも１けたほど小さくなって，数 nm から 20～30nm です。
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そのさらに 10 分の１が原子で，水素原子の大きさが大体 0.1nm，炭素原子で 0.3nm です。 
 我々の肉眼で認識できる光（可視光）の波長は大体数百 nm で，１μm よりも若干下にな































































































































































































































































































































































す。成長する早さはおおよそ 1 秒間あたり 5nm で，１μm ほど成長させます。先端が大体
５～８nm の非常に細い針ができます。 
















































（0.08 秒）で，50×50 に画素数を減らしてやると 0.02 秒で撮れます。テレビの映像の速
さはどれぐらいかというと，１画面で 33msec です。ですから，ほとんどビデオ映像に近い
映像がこの装置で撮れます。 


















































































































- 16 - 
